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の0固Windows2，0、他社製晶では実現できない裏ワサ表ワザ全機能紹介の階層プロジェクトマネージャのパワー
の16ピットから32ピットアプリケーション開発まで、シームレスな開発を実現した統合開発環境㊨新技術への対応
㊨例外処理とRTTlによる信頼性の向上の仕組み㊨究極のカスタマイズと拡張性が実現された内蔵エディタの真価

のVBXに対応したResourceWorkshopの威力の98＆DOS／V両対応は、ポーランド開発陣のクラフトマンシップの証
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創刊の挨拶I開発者の生産性を追及するRc MAGAZli帖
C言語市場もひところの多品種時代を過ぎ、アプリケーショ

ン開発の主流言語としてかなり落ち着いているように見える。

しかし、生産性を向上させるための各社の競争は、以前にも増

して激しくなっているのが現実である。

はたして、開発に必要なものはコンパイラの速度か統合開発

環境の機能か、メーカーのマーケテイングカか、氾濫する情報

の中で処理系の選択に悩まされる開発者は少なくないだろう。

わがBCMAGAZINE誌は、主にC／C十十言語を中心とし、ア

プリケーションを開発する際の生産性を真に高めてくれる処理

系を紹介する目的で創刊された。本誌は、独自の調査により他

誌には決して真似のできないレベルの記事を提供できていると

自負している。

なお、本誌の性格上、製品の評価が独断的あるいは一方的で

あることは、あらかじめご了承いただきたい。

特集
DOS，Wi軸OWS，Wi軸OWS晴のアプリケーションを効率よく開発する

アプリケーション開発を効率よく開発するためには何が必要

でしょうか。あなたがプログラミング初心者だと仮定して、こ

れからDOSのアブl）ケーシヨンを作成することになったとしま

す。単にDOSがあるだけでは、何をどうやって開発してよいの

か途方にくれてしまうに違いありません。そこで、アプリケー

ションを開発するには、まずコンパイラというものが必要です。

どんなコンパイラを選べばよいでしょうか。初心者にとって重

要なことは、最適化が充実していたりライブラリ関数がどれだ

けそろっているかということではないでしょう。むしろ、わか

りやすいマニュアルと使いやすい開発ツールが含まれているか

どうかが大切です。それに、アプリケーションを開発するため

の参考書も揃っていた方がよいでしょう。

あなたがプログラミングのプロであれば、コンパイラへの要

求も変わってきます。たとえ、わかりやすいマニュアルがつい

ていても最適化の機能が貧弱であったり、利用できるライブラ

リ関数が揃っていなかったり、開発に必要な機能が揃っていな

いようなコンパイラを選ぶことはないでしょう。

また、そもそも効率とは何でしょうか。とにかく安価なシス

テムが欲しいという人がいるかもしれません。お金に糸目はつ

けないから開発時間が節約できればよいという人がいるかもし

れません。たとえ、100万円のシステムでも半年かかる仕事を2

カ月で実現できれば十分もとがとれるでしょう。あるいは、と

にかく信頼性の高いアプリケーションを開発したいという人も

いるでしょう。アプリケーションの信頼性が低いと、せっかく

仕事をしても、その後の保守作業に時間がかかって余計な経費

がかかるかもしれません。

そういった意味では、アプリケーションを効率よく開発する

というテーマはあまりに漠然としすぎているかもしれません。

しかし、条件を限定していくつかの処理系を比べてみれば、ど

ちらが優位であるかという参考にはなるはずです。

効率と綱灘夜参る－オブジェタメ劾タラミ｝／ク勿彦伊
たいていの場合、プログラムはただ作成して終わるというも

のではありません。プログラムを作成するためにプログラムし

た、というものでなければ何かの問題を解決するという目的を

持っているわけです。時間がたてば　その目的も変わるでしょ

う。一度作成したプログラムは、新たな要求や環境のために修

正したり、改良されることがしばしばあります。もしかすると、

プログラムを改良したくないために、プログラムの目的も変更

したがらないというケースもあるかもしれません。

C言語での古典的なプログラミングスタイルでは、プログラ

ムを改良する場合はプログラム全体についての見直しやデバッ

グが必要なことが少なくありませんでした。ファイルに記録す

るためのデータ構造を変えると、そのデータ構造がプログラム

のどこで使われているかを調べ直さなければなり、ませんでした。

たとえ、誰も使わないように祈っていてもプログラム上は「そ

のデータを便うな」と指示できないので、可能性を否定するこ

とはできないのです。

オブジェクト指向プログラミングにおけるカプセル化は、こ

うしたプログラムを拡張するときの問題を解決するために役立

ちます。何かの処理をあらわすのデータ構造をひとつの“クラ

ズ’にカプセル化しておけば、クラスの利用者が内部構造に立

ち入ることを禁止できます。データ構造の実装方法を変更して

も、外部とのやりとりが変わらなければ変更部分だけをデバッ

グするだけで済みます。クラスはオブジェクト（対象）を表現す

るための方法であり、オブジェクト指向プログラミングではク

ラスをどのように組み立てていくかが重要になります。

さらに、オブジェクト指向プログラミングには継承という大

きな特長があります。継承とは、既存のクラスに手を加えず、

新たな機能を追加したりいくつかのクラスを組み合わせて新た

なクラスを作ることです。あるクラスが要求されていた機能を

きちんと実現していれば、要求が追加された場合には、その新

たな要求のためだけに元のクラスに機能を追加すればよいので

す。既存のクラスに手を加えないということは非常に重要です。

C言語などで構造体を利用していると、新たな情報を追加す

るためには構造体そのものを変更しなければなりません。そう

すると構造体を使っている部分すべてについて、デバッグや見

直しが必要になります。別の構造体を作って、その中にもとの

構造体をメンバーとして埋め込むこともできますが、そうする

と新たな機能と元の機能は、同列には扱えなくなります。これ

は構造体を利用する側にとっては不便でしょう。

継承は、まさに再利用性を高める重要な機能です。オブジェ

クト指向プログラミングには多感性という機能もあり、クラス

を拡張する際にもとのクラスの特定の機能を置き換えられます。

このように、オブジェクト指向プログラミングはプログラム

の再利用性を高め、機能を拡張するときの手間を軽減する画期

的な手段となるものです。また、オブジェクト指向プログラミ

ング言語にはさまざまな種類があります。C十十やSmalltalkを

はじめ、ポーランドから発売されているTurbo Pascalもオブ

ジェクト指向プログラミングに対応しています。しかし、本誌

は、あくまでもC十十言語専門誌なのでC十十以外の処理系は考え

ないことにします。
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